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・歯周病と歯周疾患検診の概要

・歯周疾患検診推進を目的とした歯科モデル事業

～管内４市町村の取り組み事例の紹介～
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歯周病と歯周疾患検診の概要
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歯周病とは

歯垢（プラーク）中の歯周病菌が歯肉で炎症を起こし、徐々に周りの組織
を破壊していく細菌感染症。
歯肉炎と歯周炎の総称。
自覚症状が乏しいまま進行するため、歯を失う原因の最大。

歯周病が進行する様子

健康な状態 歯肉炎 歯周炎

歯を支える骨が
溶けていく



5

歯周病菌を見てみましょう
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歯周病が進行して歯を失うと・・・？

噛む力が弱まる ⇒ 食が偏る ⇒ 痩せて不健康になる



7出典：日本歯科医師会オーラルフレイルリーフレットweb



歯の神経や血管は脳へ繋がっている
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リスク
約２倍

義歯(入れ歯)の使用が
認知症発症リスクを抑える

歯と脳の機能の関係

歯の神経や血管により、「痛い」
や「しみる」といった感覚の他、
物を噛んだ際に脳へ刺激や血流が
届いている。

出典：「高津整体院」
https://www.takatsu-chiro.com/yougoshu/cranial-n-5.htm

出典：「ふかさわ歯科クリニック篠崎」
https://2525.biz/medical/dental-surgery/mandibular_nerve/



出典：沖縄県「健康なからだは健口から」 9

つまり・・・歯周病の影響は多岐にわたる

生活習慣
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【メタボリック・ドミノ】
・生活習慣の乱れはドミノ倒しのように連鎖すること。
・早い段階で対策することが身体的にも経済的にも重要。

慶応義塾大学医学部内科学教授 伊藤裕先生の図を改変
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60代後半で歯が20本
残っていない・・・！

出典：H28歯科疾患実態調査
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自覚症状が乏しいため、
定期的な歯科受診が歯周病予防には欠かせない

歯科受診の「きっかけ」は公的な
歯科健診(検診)制度が整っていること！
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現行の歯科健診(検診)制度

健診（検診） 根拠法 実施主体 対象年齢（対象者） 備考

乳
幼
児

乳幼児歯科健診 母子保健法 市町村 1歳6ヶ月・３歳 実施義務

児
童
・

生
徒
等

学校歯科健診 学校保健安全法

学校
※保育所等の児童福祉施設は、
児童福祉法に基づき、学校保
健安全法に準じた検診を行う。

毎学年実施 実施義務
※大学を除く

～
74

歳

歯周疾患検診 健康増進法 市町村

40、50、60、70歳
※令和8年度から適応される「歯周病マ
ニュアル2023」では20、30歳が追加で
明記。

努力義務

労働安全衛生法に
基づく歯科特殊健診

労働安全衛生法 事業者
塩酸・硫酸・硝酸等
を取り扱う労働者

実施義務

75

歳
以
上

後期高齢者医療の
被保険者に係る

歯科健診

高齢者の医療の
確保に関する法律

後期高齢者医療広域連合 後期高齢者
後期高齢者医療制
度事業費補助金等
の補助メニュー

厚生労働省「 歯科口腔保健の推進に向けた取組等について」の資料を改変



歯周疾患検診（別名：歯周病検診）
根拠：健康増進法第19条の２「市町村の努力義務」

目的：歯周疾患を早期に発見し、必要に応じて指導。
治療につなげることで、歯の喪失を防ぐ。

対象：40～70歳（10歳ごとの節目）

内容：問診、歯の本数確認、歯周ポケット測定、口腔内診査etc

3㎜以下

※令和８年度から適応の「歯周病マニュアル2023」
では20歳と30歳が対象に追加される
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歯周疾患検診の流れ
上

下

右 左

①口腔内診査
・歯数や歯茎の状態、齲蝕の有無を
歯科医師が視診。

出典：医歯薬出版「歯周病学」

②検診で決められた部位を精査
・上顎３歯、下顎３歯、合計６歯の歯周
ポケットや炎症の程度を、WHOプローブ
を用いて測定。

右上前から
１番目の唇側

右上前から
６番目or７番目の頬側

左上前から
６番目or７番目の頬側

左下前から
１番目の舌側

左下前から
６番目or７番目の舌側

右下前から
６番目or７番目の舌側

③保健指導
・歯科医師or歯科
衛生士が受診勧奨
や助言等を行う。

★注意★
検査にはクリーニングや治療
は含まれていない！

検診票の該当部分
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歯周疾患検診のマニュアルが改訂されました

＜厚生労働省からの文書の概要＞
・医政発0510第14号（令和６年５月10日）
・歯周疾患検診はR8年度より歯周病マニュアル2023準拠
（対象年齢に20歳と30歳が新たに追加）
・地域間の比較を行えるよう改訂
・質問項目および口腔内診査項目の標準化を目指す

※各市町村の歯科担当者へは令和６年５月14日に健康長寿課担当者よりメールにて情報提供済

情報提供
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マニュアル2023準拠の検診票を県が作成しました

＜作成した目的＞
・歯周疾患検診の実施市町村数増加
・成人期の歯科指標データを得る
・市町村間の歯科指標データを比較

※令和７年５月27日実施の「沖縄県行政歯科保健担当者研修会」
にて健康長寿課担当者より紹介済。

各市町村でマニュアル2023準拠の検診票を
作成しても問題ありませんが、是非、沖縄
県統一様式を検討してください。
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情報提供



・歯周病は自覚症状が乏しいまま症状が進行するた
め、対策には早期発見が重要となる。

・定期的な歯科受診の「きっかけ」として、公的な
歯科健診(検診)機会が果たす役割は大きい。

・歯周疾患検診の対象年齢に、新たに20歳と30歳が
追加されたが、今後も５歳毎のように拡大される
ことが予想される。

17

まとめ①
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歯周疾患検診推進を
目的とした歯科モデル事業

～管内４市町村の取り組み事例の紹介～
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歯周病は全身疾患との関連が示唆され、自覚症状
が乏しいまま進行するため、対策には早期発見が
重要となる。
子どもから大人まで、「生涯を通じた歯科健診
（いわゆる国民皆歯科健診）」の機会を設けるこ
とが健康寿命の延伸や医療費削減に繋がる。

成人期の歯科健診(検診)機会である歯周疾患検診
の推進（実施市町村増加や受診率向上）が、国民
皆歯科健診の実現には欠かせない！
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出典：厚生労働省「 歯科口腔保健の推進に向けた取組等について」



厚生労働省による歯科モデル事業
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出典：株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所（2022）歯科健康診査事業/歯周病予防に関する実証事業ー自治体様個別相談ー

（令和４年度から始まった事業）
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歯科モデル事業の流れ

出典：厚生労働省「歯科口腔保健の推進に向けた取組等について」



歯周病簡易スクリーニングの検査キットの概要

歯周病リスクは
「低・中・高」の
３段階で評価。

23出典：株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所（2022）歯科健康診査事業/歯周病予防に関する実証事業ー自治体様個別相談ー
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沖縄県内では６市町村がパターン１として、歯周病
簡易スクリーニングに取り組みました。
この後のスライドでは、中部保健所管内４市町村の
モデル事業を活かし、歯周疾患検診の推進に向けた
取り組みを紹介します。

＜モデル事業を実施した県内市町村＞
・令和４年度：恩納村
・令和５年度：沖縄市、那覇市
・令和６年度：うるま市
・令和７年度：嘉手納町、渡名喜村
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全国 沖縄県 中部保健所管内

歯周疾患検診の実施状況（令和３年度）

79.4%

56.1%
(23/41市町村) 45.6%

(5/11市町村)

中部保健所管内沖縄県全国
＜出典＞全国：厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告)」、沖縄県：健康長寿課調べ、中部保健所管内：保健所調べ

モデル事業が始まる前年度



国民皆歯科健診に欠かせない歯周疾患検診の
推進を、管内市町村におけるモデル事業を活
用して目指す。

26

管内の4市町村で、
モデル事業として歯周病簡易スクリーニング
が実施された。

結果の概要

目的



令和4年度：恩納村

・集団健診と併せて実施。

・受検者55人のうち約4割が「歯周病リスク高」。

・歯科疾患対策が喫緊の課題であることが明らか

になった。
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取り組み①

令和5年度より歯周疾患検診を新規実施

検査キット：アドチェック



令和5年度：沖縄市
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・集団健診と併せて実施。

・受検者165人のうち約7割が「歯周病リスク高」。

・歯科疾患対策が喫緊の課題であることが明らか

になった。

令和８年度以降の歯周疾患検診の実施に向けて調整中

取り組み②

検査キット：アドチェック



令和6年度：うるま市
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・健康フェスタで歯科の講座参加者に対して実施。

・受検者33人のうち約1割が「歯周病リスク高」。

特定の地域でのみ実施されている歯周疾患検診を
令和９年度から全域で実施する方向で調整中

令和５年度に実施した住民アンケート
では、自治体による成人を対象とした
歯科健診の実施を望む意見が多かった。

取り組み③

検査キット：アドチェック



令和7年度：嘉手納町
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・歯周疾患検診を実施しているが、検診受診

率向上を目的に、健康づくりに係るパネル

展会場で希望者を対象に実施（11月）。

・約50人が歯周病簡易スクリーニングを受け

て、結果は集計中。

取り組み④

検査キット：LDH test NAGATA
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歯周疾患検診の実施状況の変化

中部保健所管内沖縄県全国

＜出典＞全国：厚生労働省「地域保健・健康増進事業報告)」、沖縄県：健康長寿課調べ、中部保健所管内：保健所調べ

79.40%

56.10%

45.60%

81.8%
(9/11市町村)70.7%

(29/41市町村)

83.6%

R3R3R3 R7R7R5

結果



・管内における歯周疾患検診の推進に繋がった。
・歯科への関心が高い層をモデル事業の対象とする
場合、スクリーニング結果に偏りが出る可能性が
示唆された。

・モデル事業を活用して歯科の健康課題を顕在化さ
せることは、国民皆歯科健診の実現に向けた体制
整備に有用。
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まとめ②
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今後の展望～歯科から始まる健康増進～

～ご清聴ありがとうございました～
セルフケアの充実や定期的な歯科受診

むし歯や歯周病の予防

健康な生活
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